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今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０２2 年
令 和 ４ 年 １ 月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３ 令和３年のあつま

４－５ 年頭のごあいさつ
６－９ 厚真町庁舎周辺等整備基本構想・基本計画

厚真にぎわい会議
10 まちの話題
11 むし歯のない子どもの表彰式
12 確定申告／厚真町地域おこし協力隊
13 厚高インフォメーション／短歌
将来の夢＆目標

14 気象台ノート／防災無線のデジタル化に伴う
戸別受信機の更新工事について

15 防災のページ
16－17 保健の掲示板
18 健康情報
19 野菜アッププロジェクト／まちのアイドル
子育て支援センター

20 こども園園児募集
21 情報ひろば
22 ATSUMA　LOVERS

※ 広報担当が取材した記事は、写真撮影時のみマスク
を外しています。

12月１日～10日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
令和３年12月10日現在　（　）内は前月比

人　口　4,395人（＋８)
男 2,203人　女 2,192人

世帯数　2,117世帯（＋１）

@atsuma

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報などを
配信しています。

※LINEアプリから友だち追加してください

•IDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

LINE < ライン >

お知らせやイベント情報を
発信しています。

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

１
月
10
日
第
73
回
厚
真
町
成
人
式

２
月
６
日
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
あ
つ
ま
第
22
回
冬
の
花
火
大
会

19
日
（
一
社
）日
本
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協
会
と
包
括
連
携
協
定・災
害
時
の
協
定
締
結

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
と
包
括
連
携
協
定
締
結

21
日
あ
つ
ま
国
際
雪
上
３
本
引
き
大
会
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ

３
月
８
日
令
和
３
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会（
~
17
日
）

19
日
（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
に
７
億
４
千
万
円
寄
付

31
日
第
４
次
厚
真
町
総
合
計
画
改
訂
版
を
策
定

４
月
８
日
厚
真
消
防
団
が
桜
丘
地
区
で
放
水
訓
練

５
月
10
日
町
と
ウ
ォ
レ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン（
株
）が
災
害
時
の
協
定
を
締
結

12
日
町
土
地
改
良
区
が
厚
真
ダ
ム
付
近
の
高
台
で
取
水
式

15
日
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
記
念
植
樹

（
公
財
）吉
野
山
保
勝
会
寄
贈
の
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
吉
野
地
区
に
植
樹

20
日
町
内
で
65
歳
以
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
開
始

25
日
東
和
地
区
の
畑
嶋
賢
蔵
さ
ん
方
で
11
年
ぶ
り
に
皇
室
へ
の
献
穀
米
を
田
植
え

28
日
国
が
北
海
道
も
含
め
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長
（
６
月
１
日
~
20
日
）

６
月
４
日
厚
真
町
庁
舎
周
辺
等
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

８
日
令
和
３
年
町
議
会
第
２
回
定
例
会
（
~
９
日
）

14
日
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
厚
真
町
聖
火
リ
レ
ー
中
止

20
日
国
が
北
海
道
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除

７
月
３
日
厚
真
町
森
林
再
生・林
業
復
興
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

20
日
令
和
３
年
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

29
日
町
内
で
12
~
64
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始

８
月
14
日
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
厚
真
町
採
火
式

吉
野
地
区
に
献
花
台
設
置
（
~
16
日
）

25
日
国
が
北
海
道
を
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
に
追
加
（
27
日
~
９
月
12
日
）

27
日
厚
真
町
戦
没
者
追
悼
式

９
月
４
日
吉
野
地
区
に
献
花
台
設
置
（
~
６
日
）

５
日
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
追
悼
式
・
慰
霊
碑
除
幕
式

６
日
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
黙
と
う

８
日
令
和
３
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
（
~
９
日
）

30
日
国
が
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除

10
月
８
日
町
が
金
澤
智
明
さ
ん
に
町
観
光
大
使
を
委
嘱

10
日
厚
真
町
聖
火
リ
レ
ー

14
日
第
１
回
厚
真
に
ぎ
わ
い
会
議

11
月
１
日
令
和
３
年
度
厚
真
町
表
彰
式

３
日
厚
真
町
文
化
祭
（
~
４
日
、
展
示
の
み
）

15
日
第
２
回
厚
真
に
ぎ
わ
い
会
議

12
月
15
日
令
和
３
年
町
議
会
第
４
回
定
例
会
（
~
16
日
）

吉野地区にシロヤマザクラ植樹

新型コロナワクチン集団接種

厚真町聖火リレー

東京２０２０パラリンピック採火式

慰霊碑除幕式

献上米の田植え

あ
つ
ま

令
和
３
年
の

R４.１3

ルーラルマナビィハウスで12月14日、野外
保育活動グループ「森のようちえんワッカ」の
親子がしめ飾りを作りました。グループの活動
で育てた米の稲わらを使用し、明るい年になる
よう祈りを込めました。
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町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
日
ご
ろ
か
ら
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
指

導
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
中
は
、
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
に
拡
大

し
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
感
染
者
数
が

日
々
変
動
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
る
な
ど
経
済
活
動
や
社
会
生
活
で
大
き

な
影
響
が
出
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

国
内
で
は
新
し
い
生
活
様
式
が
示
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
も
講
じ
ら
れ
、
収
束

の
兆
し
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
さ
な
か
、

新
た
な
変
異
株
が
確
認
さ
れ
、
感
染
の
拡

大
な
ど
不
安
定
な
状
態
に
変
わ
り
は
な
く
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
を
願
う
と
共
に
、
一
人

一
人
の
感
染
症
対
策
が
収
束
へ
の
近
道
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
が
家
族
ぐ
る
み
で
交
流

を
深
め
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
中
止
や

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
悔
し
い

思
い
、
寂
し
い
思
い
が
多
か
っ
た
１
年

だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
さ
れ
た
方
々
や
そ
の
ご
家
族
、
不

安
の
な
か
に
お
ら
れ
る
方
々
に
対
し
て
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
献
身
的
に
対
処
頂
い
て

い
る
町
内
医
療
従
事
者
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
の
感
染
症
の
多
岐
に
わ
た

る
課
題
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
町
議
会

を
代
表
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
、
岸
田
内
閣
が
発
足
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
経

済
政
策
、
外
交
・
安
全
保
障
を
列
挙
し
て

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
政
策
実
行
に
発
揮
す
べ

く
全
力
を
挙
げ
る
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

今
後
の
動
向
に
期
待
し
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
町
内
に
お
い
て
は
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
が
か
し
わ
公

園
野
球
場
で
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
旧
軽
舞

小
学
校
で
行
わ
れ
た
採
火
式
で
は
、
町
内

の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
北
海
道
内
最
古

の
火
打
石
に
ち
な
ん
で
火
打
石
で
発
火
さ

れ
、「
厚
真
町
の
火
」
と
し
て
ラ
ン
タ
ン

に
と
も
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
年
ぶ
り

に
厚
真
町
の
新
米
を
皇
室
に
献
穀
す
る
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

献け
ん

穀こ
く

「
御お

田た

植う
え

祭さ
い

、
抜ぬ

い

穂ぼ

祭さ
い

」
の
実

施
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
に
な
る
厚こ

う

北ほ
く

地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ら
や
ま
が
落
成
。
さ
ら
に
、
厚
真
町
吉
野

地
区
の
開
拓
、
発
展
の
象
徴
で
あ
っ
た

「
吉
野
桜
」
が
あ
っ
た
こ
の
地
に
、
公
益

財
団
法
人
吉
野
山
保
勝
会
と
公
益
財
団
法

人
イ
オ
ン
環
境
財
団
よ
り
寄
贈
頂
い
た
桜

の
植
樹
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
、
数
年
、
数
十
年
後
に
満
開

に
咲
き
乱
れ
る
様
を
思
い
浮
か
べ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
へ
の
期
待
も
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。
２
年
連
続
で
実
施
で
き
な
か
っ

た
「
田
舎
ま
つ
り
」
が
開
催
で
き
た
暁
に

は
、
町
民
、
関
係
団
体
、
交
流
人
口
の

方
々
が
集
ま
り
、踊
り
パ
レ
ー
ド
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
舌
鼓
を
打
つ
草
原
焼
き
な

ど
、
厚
真
町
最
大
の
お
祭
り
が
盛
大
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
４
回
目
の

春
を
迎
え
町
の
姿
も
環
境
も
変
わ
り
始
め

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

す
べ
て
の
被
災
者
が
復
興
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

が
、
将
来
に
わ
た
り
、
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
も
、
議
会
と
し

て
の
自
主
性
を
高
め
つ
つ
、
引
き
続
き
、

自
ら
の
判
断
に
よ
り
機
能
を
行
使
で
き
る

議
会
の
構
築
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、
町
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
、
行
政
側
と
活
発
な
議
論
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
今
年
の
干
支
は
「
壬

み
ず
の
え

寅と
ら

」。

「
陽
気
を
孕は

ら

み
、
春
の
胎
動
を
助た

す

く
」
と

い
わ
れ
、
冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き

は
生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
華
々
し
く
生
ま
れ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
震
災
・
疫
病
に
負
け
ず
、
こ
れ
か
ら

の
新
た
な
力
強
き
芽
吹
き
が
、
町
民
皆
さ

ま
に
あ
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

２
０
２
２
年
の
幕
開
け
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
さ

ま
か
ら
町
政
諸
般
に
わ
た
り
特
段
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
に
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
た

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
既

に
３
年
４
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
全
国
・

全
道
の
関
係
機
関
か
ら
深
い
ご
理
解
と
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
追
悼
式
に
合
わ
せ
て
慰
霊
碑

の
除
幕
式
を
滞
り
な
く
挙
行
で
き
、
犠
牲

と
な
ら
れ
た
37
人
の
方
々
を
し
の
び
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
て
い
る

中
で
の
追
悼
式
で
あ
り
ま
し
た
が
、
復
旧
・

復
興
と
そ
の
先
に
あ
る
新
た
な
創
生
へ
の

道
を
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
す
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
に
お
い
て
、
国
、
北
海
道
、

厚
真
町
が
施
行
す
る
社
会
基
盤
の
復
旧
は

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
宅

地
耐
震
化
事
業
の
推
進
と
３
０
０
０
ha
を

超
え
る
森
林
再
生
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甚
大
な
被
害

が
あ
っ
た
北
部
山
間
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
や
い
ま
だ
癒
え
る
こ
と
の
な
い
心
の

傷
を
抱
え
な
が
ら
、
不
安
な
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な

ど
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
や
む
無
く

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地

域
再
生
と
心
の
ケ
ア
を
地
域
や
個
々
の
事

情
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
必
要
な
取
り
組

み
を
再
び
加
速
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
専
門
性
の
高
い
分
野
も
あ
り

ま
す
が
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
え

や
活
動
が
、
今
後
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
は
、
復
旧
の
さ
ら
な

る
加
速
と
復
興
へ
の
歩
み
が
交
錯
す
る
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年
策
定
し
た
第

４
次
総
合
計
画
改
訂
版
に
包
含
さ
れ
て
い

る
復
旧
・
復
興
計
画
で
は
、「
こ
の
つ
な

が
り
を
未
来
へ
」
を
主
要
テ
ー
マ
に
し
て

い
ま
す
。
第
一
に
住
ま
い
・
暮
ら
し
の
再

建
や
心
の
ケ
ア
の
継
続
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
・
活
性
化
の
取
り
組
み
、
第

二
に
産
業
基
盤
の
復
旧
と
特
に
被
害
の
大

き
か
っ
た
森
林
お
よ
び
林
業
の
再
生
、
震

災
を
き
っ
か
け
と
し
た
絆
と
関
係
人
口
の

拡
大
を
図
り
新
た
な
事
業
の
創
出
へ
の
挑

戦
、
第
三
に
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避

難
所
や
避
難
道
路
を
見
直
し
、
地
域
防

災
・
減
災
体
制
の
強
化
、
第
四
と
し
て
震

災
で
学
ん
だ
多
く
の
教
訓
と
復
旧
・
復
興

の
記
憶
や
経
験
を
町
内
外
で
共
有
し
、
防

災
意
識
社
会
の
実
現
―
を
目
指
し
て
い
ま

す
。同

様
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
は
、
自
分
が
誇
り
を
も
っ
て
働

け
る
仕
事
の
創
出
や
、
暮
ら
し
の
課
題
解

決
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
た
い
と
願
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
で
挑
む
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

挑
戦
者
と
伴
走
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
込
む
環
境
を
用
意

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
強
靭
化
計

画
も
包
含
し
て
お
り
、
大
規
模
自
然
災
害

か
ら
町
民
の
生
命
・
財
産
と
本
町
の
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
を
守
り
、
持
続
的
成
長
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
改
訂
版
が
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
関
係
人
口
も
含
め
た
人
々
の
＂つ

な
が
り＂
の
大
切
さ
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
の
大
切
さ
、
震
災
の
経
験
や
地
域
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
る
大
切
さ
な
ど
で
す
。

被
災
し
た
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
か
さ
れ

た
地
域
社
会
や
歴
史
と
い
う
時
間
軸
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
絆
を
生
か
し
、
こ
の
町

で
も
っ
と
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

環
境
を
整
え
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た

こ
の
町
を
選
び
、
移
住
・
定
住
す
る
方
々

の
価
値
観
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
で

す
。最

新
の
話
題
で
は
、
庁
舎
建
設
と
公
共

施
設
群
の
再
編
成
、
高
度
情
報
通
信
基
盤

整
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
事
業
を
契

機
と
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
構
想
へ

の
貢
献
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
尊
重
し
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時

代
の
社
会
構
造
転
換
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

挑
む
、
人
材
や
未
来
へ
の
投
資
を
怠
ら
な

い
挑
戦
者
と
し
て
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂

げ
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
前
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
大
き
な
制
約
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
の
感
染
予
防
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
重
災
禍
と
い
う
「
厳
し
い
冬
」
を
乗

り
越
え
、
町
民
に
笑
顔
が
広
が
り
、
町
が

再
び
輝
き
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
創
造
的
復
興
の
一

歩
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
年
賀
状
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

創
造
へ
の
道

町
民
一
丸
で

厚
真
町
長
　
　
宮
坂
尚
市
朗

新
た
な
力
強
き
芽
吹
き
の
年
に

厚
真
町
議
会
議
長

渡
部
孝
樹

年頭のごあいさつ
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過去に策定した「厚真町庁舎及び周辺施設整備基本構想」「厚真町庁舎及び周辺施設整備基本計画」
は、本町に甚大な被害をもたらした平成30年北海道胆振東部地震や、新型コロナウイルス感染症の
拡大により本町がおかれている状況が大きく変化したことから、計画等の見直しが必要になりました。
そのため、新たに北海道胆振東部地震を教訓として防災力を向上し、町民の皆さんに親しまれ、集

まれる場所となるような役場庁舎および周辺施設の整備に向け、基本構想・基本計画を策定します。

厚真町庁舎周辺等整備
基本構想・基本計画策定事業

№ 施設名 所在地 竣工年
1 役場庁舎 京町120 昭和28年
2 総合福祉センター 京町165-1 昭和49年
3 総合ケアセンターゆくり 京町165-1 平成16年
4 青少年センター 京町165-1 昭和54年
5 創作館 京町165-1 昭和52年
6 児童会館 京町158-1 昭和40年
7 旧母子健康センター 京町164-1 昭和48年
8 胆振東部消防組合消防署厚真支署 錦町125 昭和46年
9 消防職員住宅 錦町125 昭和47年

基本方針1：まちの安心・安全を支える「ひろば」
基本方針2：それぞれの人の居場所となる快適な「ひろば」
基本方針3：笑顔があつまり、つながる「ひろば」
基本方針4：シビックプライドを醸成する「ひろば」
基本方針5：運営に参画し、まちの産業や挑戦を創発する「ひろば」

厚真の明るい未来のひろば「〇〇〇〇」の
　　　　　　整備を町民と一緒に目指します。

※「○○〇〇」にはキャッチフレーズが入る予定です。

災害に強く
すべての人にやさしい場所 町民にとって親しみやすい

利便性や快適性の高い場所

いろいろな世代の人たちが交流
にぎわいの中心となる場所まちの歴史や文化を継承する

厚真らしい場所

町民が参加できる
地域資源を活かした場所

厚真町に関わりがある人
・住んでいる
・働いている
・学んでいる　など

テーマ：「厚真町のワクワクする暮らしを考えよう！」

1回目のにぎわい会議で出された意見やアイデアを
もとに、以下の12項目の「〇〇な場所」に整理し、
「庁舎周辺にほしいもの」について考えました。

ウェブ会議システムZoomを使用した
オンラインミーティング
(一部、対面方式で実施)

第１回厚真にぎわい会議(10月14日)

第２回厚真にぎわい会議(11月15日)

第３回厚真にぎわい会議(12月21日)

第４回厚真にぎわい会議(１月11日開催予定)

①リラックスできる場所
②食が楽しめる場所
③生活に便利な場所
④学習と仕事ができる場所
⑤文化が育まれる場所
⑥ 厚真町を知り歴史に触れ
られる場所

⑦健康になれる場所

⑧つながりが生まれる場所
⑨楽しく遊べる場所
⑩ 活動や挑戦をサポートし
てくれる場所
⑪ 子どもや子育て世帯が過
ごせる場所
⑫ 災害があっても安心安全
な場所

「カフェや大きな図書館がほしい」
「演奏、映画鑑賞ができるホールや作品の
展示スペースがあるといい」
「町全体を有機的に連携させていくことが大切」
　　　　　　　　　　　などの意見が出ました

テーマ：「テーマ別で庁舎周辺エリアにほしいものについて考えよう！」

厚真でワクワクする暮らしや生活について、意見や
アイデアを募りました。

「いろいろな活用(学習会、太鼓、
小さなお店など)ができる広めのフリースペース」
「疲れたときに寄れる場所」
「厚真版TED（※）のような発表できる場」
　　　　　　　　　　　などの意見が出ました

（※） TED：アイデアや生き方、社会提案などを
プレゼンテーションする場として開催され
ている世界的に有名な会議

12項目の「○○な場所」

基本構想・基本計画の策定に向け、全４回にわたり町民参加型の「厚真にぎわ
い会議」を開催し、皆さんの意見を計画に反映したいと考えています。
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挑 戦 安 心 ・安 全 快 適 な 居 場 所

あつまりつながるシビックプライド
（郷土への誇り）

検討エリアと対象施設

庁舎周辺等整備において「みんなでつくる住みたい厚真」がどんな場所であるかを考え、
厚真町が大切にしていきたい理念（案）を５つにまとめました。基本理念と基本方針

基本理念（案） 基本方針（案）

対象者 開催方法

第１回・第２回の記録は次のページでご紹介

総務課 総務人事グループ ☎ 27-2322
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厚
真

に
ぎ

わ
い

会
議

は「
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
レ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

」と
い

う
イ

ラ
ス

ト
を

用
い

て
会

議
の

内
容

を
可

視
化

す
る

手
法

で
記

録
し

て
い

ま
す

第
１
回
と
第
２
回
の
厚
真
に
ぎ
わ
い
会
議
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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厚真中学校で11月19日、全校生対象の防災学習が開かれ、生
徒たちは学校独自の「防災10カ条」を具体化するためにアイデ
アを出し合いました。
同校は、これまで、「連絡方法の確認」や「情報の収集」など

「防災10か条」を考案。この日は全校生が縦割りの10班に分か
れ、防災10か条の具体的な内容について話し合いました。講師
に招かれた町教育委員会の宮下桂参事と町防災アドバイザーで東
北大学助教の定池祐季さんが、生徒たちにアドバイスしました。
意見発表では、「給食のトレイに防災マップを貼り付ける」や

「防災検定の創設」、「避難所を巡るスタンプラリーの開催」な
ど斬新なアイデアが寄せられました。

厚真中学校で防災授業

富里地区に建設している「厚北地域防災コミュニティセン
ターならやま」の地域住民向けの施設見学会が、11月20日
に行われました。
施設は、高丘・富里・吉野３地区の集会場と防災拠点施設

を兼ねています。木造平屋建て約324㎡で、災害時には避難
場所として活用できるよう防災備蓄倉庫や非常用発電設備を
配置しています。

厚北地域防災コミュニティセンター
建築現場見学会

胆振総合振興局主催のオンライン座談会「胆振東部地震
から３年、被災地の現在とこれから」が11月24日開かれ、
被災３町の住民組織の代表ら３人が事例発表しました。
座談会は、被災地からの情報発信を通じて震災の記憶を

後世に伝え、復興の加速を図るのが目的です。厚真町から
は住民活動団体「つむぎ」代表の村上朋子さんが事例を発
表し、３町長や道内外の住民も参加しました。
村上さんは「被災者支援を通して」と題し、町社会福祉

協議会の職員として災害ボランティアセンターの運営など
に関わり、退職後も住民の立場から任意団体を立ち上げて
人との交流を通じたコミュニティづくりに取り組む様子な
どを紹介。村上さんは「住民が主体的に活動できる場所づ
くりと情報共有を心がけながら共に取り組むことで、人の
つながりは大きく広がりました。人を介した一つ一つの活
動の先に、厚真町の復興は見えてきます」と結び、３町長
を含め共感を集めました。

被災３町のオンライン座談会開催

グループワークで意見を交わす生徒たち

施設を見学する地域住民たち

座談会で事例発表する村上さん

菅
すがわら

原 三
み つ ば

椿ちゃん

末
すえひろ

廣 新
あらた

くん

佐
さ と う

藤 華
はな

ちゃん

澤
さわぐち

口 桂
け い や

弥くん

鎌
か ま だ

田 空
そ ら

良くん

中
なかじま

島 八
や え

重ちゃん

高
たかはし

橋 カン 宗
そ う た

汰くん

菅
すがわら

原 優
ゆ な

那ちゃん

中
な か い

井 里
り さ

咲ちゃん

杉
すぎむら

村 匠
たくみ

くん

渡
わたなべ

辺 來
らい

くん

日
ひ な た

向 克
すぐる

くん

奈
な ら

良 光
み さ き

咲ちゃん

松
まつおか

岡 歩
あゆむ

くん

山
やまなか

中 紅
も み じ

葉ちゃん

松
ま つ だ

田 哲
てつ

くん

齊
さいとう

藤 学
がく

くん

小
こ や ま

山 茉
ま し ろ

白ちゃん

小
こ た に

谷 悠
ゆ う り

利くん

小
こ た に

谷 奏
か な と

心くん

木
き も と

本 創
そ う た

大くん

大
おおはま

濱 瑛
え い た

太くん

大
おおたか

高 歩
あゆむ

くん

梶
か じ や

谷 真
ま こ

乎ちゃん

角
か く ち

地 幸
ゆき

真
ま

くん

尾
お

形
がた

晟
じょう

くん

大
おお

塩
しお

涼
りょうま

真くん

内
うちざわ

沢 維
い ぶ き

吹くん

上
う え だ

田 透
と あ

愛ちゃん

井
い せ き

石 オリヴィアちゃん

池
い け だ

田 一
か ず と

翔くん

梅
うめはら

原 羚
れい

ちゃん

むし歯の
ない子どもの表彰式

R４.１11

むし歯のない子どもの表彰式が11月19日、総合福祉セン
ターで開かれ、平成29年４月２日から平成30年４月１日ま
でに生まれた40人のうち、32人が健康な歯に認定されました。
表彰式は密を防ぐために２回に分けて行われ、27人が出
席しました。子どもたちは、住民課の宮本参事から賞状と記
念品を受け取りました。
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厚
真
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

加か

藤と
う

千ち

昇し
ょ
う

さ
ん
（
29
歳
）

着

任
▽
令
和
３
年
８
月（
１
年
目
）

出
身
地
▽
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

教
育
魅
力
化
支
援
員上厚真小学校６年

三
み
上
かみ
 あむさん 榊

さかき
陽
ひ な た
葵くん矢

や
部
べ
太
た ろ う
朗くん

■
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
あ
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　（
11
月
12
日
）

２
年
生
が
、
町
民
と
一
緒

に
「
冬
の
交
通
安
全
」の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
道
路
沿
い

に
並
び
、
大
き
な
旗
を
掲
げ
た

り
、
手
旗
を
振
り
な
が
ら
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
寒
い
中
、
町
民

の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
冬
の
時
期

は
路
面
状
況
が
悪
く
な
り
ま
す
。

歩
行
や
車
の
運
転
に
は
十
分
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
見
学
旅
行
保
護
者
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　（
11
月
16
日
）

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
の
高
橋
裕
多
さ
ん
を
招
い
て

放
課
後
、
２
年
生
の
保
護
者
を

対
象
に
し
た
見
学
旅
行
の
説
明

会
を
開
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

10
月
に
予
定
し
て
い
た
見
学
旅

行
は
、
12
月
７
日（
火
）〜
９
日

（
木
）と
な
り
ま
し
た
。
見
学
先

は
、
伊
勢
神
宮
や
名
古
屋
城
な

ど
で
す
。
準
備
や
留
意
点
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　（
11
月
16
日
）

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
の
岩

崎
千
恵
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

２
年
生
対
象
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
き
ま
し
た
。

演
題
は
「
未
来
に
向
け
て
今

で
き
る
こ
と
」。
１
年
生
で
実
施

し
た
適
性
診
断
や
面
談
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
知

り
、
生
徒
自
身
に
自
ら
考
え
行

動
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
来
年

度
の
進
路
決
定
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
後
期
中
間
考
査

　
　
　
　
　（
11
月
24
〜
26
日
）

本
校
は
前
期（
４
〜
９
月
）と

後
期
（
10
〜
３
月
）の
２
学
期

制
で
す
。
考
査
前
の
教
室
で

は
、
生
徒
た
ち
が
暗
く
な
る
ま

で
残
っ
て
主
体
的
・
対
話
的
に

学
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

考
査
で
は
、
日
ご
ろ
の
学
び
の

成
果
を
発
揮
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
生
き
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
、

学
ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す
。

学
ぶ
姿
勢
が
大
事
で
す
。
年
度

末
の
卒
業
・
進
級
に
向
け
て
、

さ
ら
に
学
び
続
け
ま
す
。

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
五
号
」
か
ら
抜
粋

子
等
の
目
は
生
き
生
き
と
し
姿
追
う
優
し
く
見
守
る
保
育
士
の
あ
り

色
々
の
人
に
助
け
を
受
け
な
が
ら
感
謝
を
し
つ
つ
日
々
く
ら
し
を
り

草
津
に
て
湯
呑
み
茶
碗
を
買
い
求
め
毎
朝
お
茶
を
楽
し
み
て
飲
む

京
町

木
村
百
合
子

本
郷

湯
浅
悦
子

本
郷

本
田
博
子

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.265

学校の取り組みをご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

―
厚
真
町
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
か
？

厚
真
高
校
を
盛
り
上
げ
る
「
公
営
塾
」
を

作
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
高
校
選
択

の
際
に
「
積
極
的
に
選
ぶ
理
由
」
に
な
る
場

所
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―「
公
営
塾
」の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
？

そ
こ
は
ま
だ
検
討
中
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
僕
自
身
が
い
ろ
い
ろ
寄
り
道
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
塾
と
し
て
勉
強
を
教
え

る
こ
と
以
上
に
、
町
の
人
に
出
会
い
、
町
を

楽
し
む
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
厚
真
町
で
生
活
す
る
人
と
、
高
校

生
が
つ
な
が
れ
る
場
所
で
す
ね
。
た
だ
、
こ

ち
ら
か
ら
す
べ
て
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、

高
校
生
た
ち
と
一
緒
に
作
り
あ
げ
た
い
。
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
で
す
。

高
校
や
地
域
と
も
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
寄
り
道
で
す
か
？

高
校
生
の
と
き
に
は
勉
強
を
せ
ず
に
音
楽

に
の
め
り
込
み
、
自
分
で
曲
を
作
り
、
作
詞

し
た
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
小
説
も
書
き

ま
し
た
。
大
学
時
代
に
１
年
休
学
し
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
留
学
し
た
と
き
に
、
自
分
は
日

本
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
現
地
の
人
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
ル

ー
ツ
を
明
確
に
意
識
し
て
い
ま
す
し
、
そ
れ

を
よ
く
話
し
ま
す
。
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
聞
か
れ
た
の
で
す
が
、
し
っ
か
り
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
そ
の
経
験
は
今
回
の
取
り
組
み
に
影
響
が

あ
り
そ
う
で
す
ね

僕
自
身
は
、
学
校
の
外
に
出
る
機
会
を
持

っ
た
こ
と
で
人
と
出
会
い
、
視
野
や
価
値
観

が
広
が
り
ま
し
た
。
公
営
塾
が
、
生
徒
一
人

一
人
の
選
択
肢
を
広
げ
、
自
分
自
身
が
「
ど

ん
な
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
か
」
を
し
っ

か
り
知
り
、
夢
や
目
標
と
向
き
合
え
る
場
に

な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
町
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

ま
だ
期
間
が
短
い
で
す
が
、
お
会
い
し
た

人
た
ち
は
皆
さ
ん
現
状
に
甘
ん
じ
な
い
で
未

来
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
か
、
次
の
世
代
に

何
を
残
す
か
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い
る

印
象
で
す
。
ま
た
、
私
と
し
て
は
、
自
然
が

大
好
き
な
の
で
最
高
で
す
。
今
は
紅
葉
が
奇

麗
だ
し
、
自
然
が
日
常
の
中
に
あ
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。
既
に
寒
さ
は
ち
ょ
っ
と
つ

ら
い
で
す
け
ど
︙
。

―
３
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
で
す
か
？

３
年
後
と
言
わ
ず
来
年
で
も
い
い
の
で
す

が
、
厚
真
町
に
関
す
る
本
を
書
き
た
い
で
す
。

き
っ
と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
る
経
験

も
生
き
る
と
思
い
ま
す
。

国税庁ホームページでは、パソコンやス
マートフォンなどから、所得税や消費税、
贈与税の申告書を作成し、e-tax（電子申告）
または印刷して郵送で提出することができ
ます。

新型コロナウイルス感染症の感染防止の
観点から、多くの方が訪れる確定申告会場
ではなく、ぜひご自宅での申告書の作成と
提出をお願いします。

確定申告会場を開設します。確定申告会場の混雑
を回避するため、会場への入場には「入場整理券」（会
場で当日配布もしくは国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント
で事前発行）が必要です。

●申告相談会場　 苫小牧市労働福祉センター
苫小牧市末広町１丁目15番７号

●開設期間　 令和４年２月１日（火）～３月15日（火）
（土・日曜日・祝日等を除く）

●相談受付時間　９時～16時

・ 申告のご相談は、会場を開設する２月１日（火）以降
にお越しください。

・ 入場時にＬＩＮＥで事前発行した際に表示される「受
付完了」画面もしくは当日配布した「入場整理券」
を確認しますので、必ず持参してください。

・ 会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定
申告に必要な書類を持参してください。

・ 作成済みの確定申告書は、郵送等により税務署に提
出してください。

・申告に関するご質問は、電話でお問い合わせください。
・ 指定された時間に遅れた場合は、入場できないこと
があります。会場の混雑状況によっては、指定され
た時間内でも入場をお待ちいただくことがあります。

・ ご来場の際には、マスクの着用や手指の消毒などに
ご協力をお願いします。

令和３年分の所得税等の申告は2月16日（水）～3月15日（火）までです。

確定申告会場の開設期間等

オンラインを活用して感染防止！

進路ガイダンス

確定 申告

国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント

詳しくはこちら

問い合わせ　苫小牧税務署  ☎ 0144-32-3165
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防災のページ

「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 防災グループ ☎ 27-2481

「 北 の 災 害 食 」レ シ ピ の 紹 介

町では、災害情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。 問い合わせ　室蘭地方気象台　☎0143-22-4249　　気象庁ホームページ　https://www.jma.go.jp/jma

冬の気象災害に備えて

冬の北海道は、日本海側では雪の降る日が多く、山岳の風下側となるオホーツク海側や太
平洋側では晴れる日が多くなりますが、北海道付近を通過する低気圧の位置によっては太平
洋側でも暴風雪や大雪となり、大きな被害が発生することがあります。
また、近年は北海道だけではなく、平成30年１月の首都圏や同年２月の北陸地方での大雪

および令和２年12月の関東地方や北陸地方、東北地方の山地を中心とした大雪等で、社会活
動に影響が生じています。
気象庁では、国道や道道などの通行規制や除雪体制の判断のほか、皆さんが目的地までど

の道を通れば安全なのかという判断を支援するために、令和元年11月から気象庁ホームペー
ジにおいて「現在の雪」を公表し、積雪の深さと降雪量の24時間前から現在までの状況につ
いて面的な分布情報の提供を行っています。このたび、令和３年11月からこれらの情報に加
えて、積雪の深さと降雪量について１時間ごとに約５km格子で６時間先までの予報を「今
後の雪」という名前でお知らせしています。24 時間前の状況から６時間先の予報まで、積
雪の深さと降雪量の分布を一体的に確認できますので活用ください。
大雪や暴風雪の中での外出はとても危険です。吹きだまりにより自動車が走行不能となっ

たり、地吹雪などで視界が遮られ運転が非常に危険になること
があります。暴風雪や大雪が予想される場合は、なるべく外出
は控えましょう。
また、室内で安全に過ごすために懐中電灯、携帯ラジオ、カ

セットコンロ、非常食なども事前に準備しておくことも良いで
すね。
なお、やむを得ず外出される際は、テレビ、ラジオやスマー

トフォンなどで最新の気象情報に注目し、適切に判断すること
を心掛けましょう。

防災無線のデジタル化に伴う
戸別受信機の更新工事について

厚真町では今年度、防災行政無線のデジタル化のため、戸別受
信機更新工事を実施しています。

下記の旧型個別受信機は、令和４年４月以降使用できなくなります。下記の旧型個別受信機は、令和４年４月以降使用できなくなります。

旧型戸別受信機をお使いの方は下記までご連絡ください。

総務課　防災グループ　☎27-2481

音量ダイヤルの色が
「青色」または「灰色」

青色 灰色

災害などで、電気・ガス・水道などライフラ
インが途絶えた状態での避難生活は、災害非常食、
カップラーメンやおにぎりなどの支援物資を食
べるだけでは、栄養の偏りや飽きからくる食欲
減退など身体だけではなく、心にも影響を与え
ます。

「非常食」ではなく、手に入れやすい食材を活
用して作る、できる限り日常の食事に近い「災
害食」が必要とされています。
今回は、北海道主催の「北の防災食（北海道
らしい災害食）レシピコンテスト」の一般部門
優秀賞受賞作品の中から、審査員特別賞を受賞
したレシピを紹介します

材
料
（
４
人
分
）

ジャガイモ・・・・・・・中４個（480g）
ぶなしめじ・・・・・・・１パック（48g)
タマネギ・・・・・・・・１／２個（80g)
やきとり缶（塩）・・・・・小２（120g）
ＬＬ（ロングライフ）牛乳・・600g
スキムミルク・・・・・・大さじ２（12g）
塩・・・・・・・・・・・小さじ１／２（2.5g）
乾燥パセリ・・・・・・・少々

〇焦がさないように、煮立ち始めたら弱火で煮る。

レシピはホームページからもご覧いただけます。
北海道防災情報

ほっこり、にっこり！ポテトのミルク煮

エネルギー　66kcal／水分　68.9g／たんぱく質　3.5g／脂質　2.1g
炭水化物　8.7g／食物繊維　0.6g／食塩相当量　0.3g栄養価（１人分）

料理のコツ・ポイント

①ジャガイモは洗って一口大に切る。
②しめじは石づきを除き、小房に分ける。
③タマネギは５mmの幅のくし形に切る。
④鍋に①～③の材料を入れ、牛乳、スキムミルク、塩を加え、火にかけて沸騰したら弱火で煮る。
⑤ ジャガイモに火が通ったら、いったん火を止め、やきとりを缶汁ごと入れる。
再びさっと火を通し、やきとりが温まったら火を止める。

⑥器に盛り、乾燥パセリをふってできあがり。

考案者：佐藤貴子さん（網走市）

大雪・暴風雪に関する
最新の気象情報
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こころの相談

新型コロナワクチン

１月21日（金）、２月18日（金）
10時～15時（一人あたり50分程度）
総合ケアセンターゆくり

と　き

ところ

申し込み

本人やご家族の
こころの健康について
臨床心理士が相談に応じます。 相談日の１週間前までに住民課 健康推進

グループにお申し込みください。

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
６日
（日）

内科系 たくしん小児科 拓勇西町３－１－１ 53-7788
外科系 アーク整形外科クリニック ときわ町３－15－34 68-6111

11日
（金祝）

内科系 苫小牧澄川病院 澄川町７－９－18 67-3111
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中町２-17-12 31-2000

13日
（日）

内科系 合田内科小児科医院 音羽町２－17－３ 33-9208
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 36-1221

20日
（日）

内科系 たかせ内科クリニック 川沿町４－８－25 73-6233
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－13 72-7000

23日
（水祝）

内科系 すがわら内科呼吸器科 しらかば町１－18－９ 76-7011
外科系 ハート整形ペインクリニック 三光町２－５－３ 38-7000

27日
（日）

内科系 稲岡内科小児科 北光町２－７－10 72-5141
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１－16－16 71-2700

２月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日は急病センターも診察
を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120-20-8699
☎011-221-8699(携帯·PHSから)

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
新型コロナウイルス感染症対策
におけるこころの健康相談

保健師・精神保健福祉士などへの相談
（面接・電話） 平日８時45分～17時30分

苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

医療相談 保健・医療・福祉などの相談
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ２月21日月
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） ２月１日火
骨髄バンク登録 登録の基準があります ２月１日火､15日火
HTLV-1抗体検査 検査日の20日前までに予約してください ２月15日火

HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） ２月１日火､15日火 エイズ専用電話
☎0144-35-7474

※医療機関が変更になる場合があります。病院や新聞などで事前に確認してください。

苫小牧市の住所地外接種を希望する方へ
（１・２回目の初回接種）

苫小牧市で接種を希望する場合は、住所地外接
種の手続きは不要ですが、苫小牧市コールセンター
（☎0144-82-9660）に電話し、接種券番号の登
録が必要となります。登録後、特設会場での集団
接種が可能となります。接種日時等詳しい内容は、
苫小牧市のホームページをご覧ください。

追加接種について（3回目接種）

国が定める接種体制に基づき、2回目接種完了か
ら8カ月以上経過した方から順次、接種券の送付を
予定しています。
接種日時など詳しい内容は、接種券同封の案内
用紙をご覧ください。

保健の掲示板 2月

予防接種

ワ ク チ ン 対 象 者 標 準 的 な 接 種 期 間 と 回 数

Ｂ 型 肝 炎 生後２カ月～１歳未満 (初回)27日以上空けて２回
（追加）１回目終了後から20週以上空けて１回

ロ タ ウ ィ ル ス 生後６～24週未満 27日以上空けて２回

ヒ ブ 生後２～60カ月未満 （初回） 生後２～７カ月未満（27日以上空けて３回）
（追加）初回後７～13カ月空けて１回

小 児 肺 炎 球 菌 生後２～60カ月未満 （初回） 生後２～７カ月未満（27日以上空けて３回）
（追加） 生後12～15カ月未満（初回後60日以上空けて１回）

四 種 混 合
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）生後３～90カ月未満

（初回） 生後３～12カ月未満に20～56日空けて３回
（追加）初回後12～18カ月空けて１回

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風） 11～13歳未満 １回

B C G 生後５カ月～１歳未満 生後５～8カ月未満に１回

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

①生後12～24カ月まで
② 平成27年４月２日～平成28年４月１日
生まれ（小学校就学前の１年間）

①、②ともに１回

水痘（水ぼうそう） 生後12～36カ月未満
※すでに罹

りか ん
患済みの場合は対象外

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月空けて１回

おたふくかぜ（任意）
１～３歳未満
※ 任意ですが町独自の助成により初回１
回のみ無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

１歳以上で１～２回

日 本 脳 炎（ ※ ）
（１期）生後６カ月～７歳６カ月未満
（２期）９～13歳未満
※ 特例対象者は20歳未満まで接種可

（１期初回）３歳：６～28日空けて２回
（１期追加）４歳： １期初回終了後約１年空けて１回
（２　　期）９歳：１回

Ｈ Ｐ Ｖ（ ４ 価 ）
（ヒトパピローマウイルス） 小学校６年生～高校１年生相当の女子

中学1年生で3回
（2回目）2カ月空けて2回
（3回目）1回目から6カ月以上空けて1回

住民課 健康推進グループ　☎26­7871
（総合ケアセンターゆくり内）

健診・検診・相談・教室など

◉ 予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。
専用サイトと母子手帳の接種履歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

乳児健診

対　 象 ①令和３年８月18日～令和３年11月９日生まれのお子さん（生後３～６カ月）と保護者②令和３年２月18日～令和３年５月９日生まれのお子さん（生後９～12カ月）と保護者
と　 き 令和４年２月９日（水）　※個別にご案内します。
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート（①のみ）、歯ブラシ（②のみ）

接種できる日

予　約
受付・接種場所

持 ち 物

あつまクリニック　☎ 27­2422 京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です（予約受付時間:９時～12時、15時～17時)

毎週水曜日　14時～15時（この時間は一般診療休み）
毎週月・金曜日　９時～12時、14時～17時
毎週水曜日　　　９時～12時、15時～17時

未 就 学 児
小学生～19歳

母子健康手帳、予診票

予防接種
専用サイト

※ 現在、日本脳炎ワクチンの供給量が減少しており、ワクチンの納入状況によっては、予約をお断りする場合がござい
ますので、ご理解とご協力をお願いします。詳しくは、予防接種専用サイトお知らせ欄をご覧ください。
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厚真子育て支援センター ☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155　上厚真258‒7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

2 月の よてい
子育て支援センター

・自由開放　・子育て相談（※要事前連絡）
月曜～金曜日　９時～1２時、13時～1５時
・サークル活動（※予約制）
月曜～金曜日　13時～1５時

子育て講座 あそびのミニ講座
～あそびの幅を広げよう～

日　時：２月15日（火）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
内　容：�手遊びや歌遊び、体を動かす遊び

子育てミニ講座「伝え方のポイント」
定　員：5組
申し込み：２月８日（火）までに厚南子育て支援センターへ

子育て講座 おはなしのびっこ
メディアミニ講座

日　時：２月24日（木）10時30分～11時15分
場　所：厚南子育て支援センター
内　容：�絵本の読み聞かせとメディアに関する講座や

相談
申し込み：�不要

子育て講座  応急手当
身近に起こりやすいお子さんのトラブルについて正し
い対処法を教わります。
日　時：２月17日（木）　10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
対　象：子育て中のお母さんおよび地域の方
内　容：�誤飲や転倒など、お子さんのもしもの事故の

対処について
申し込み：２月10日（木）までに厚真子育て支援センターへ

Helloえいご・えいごであそぼう 10時～10時30分
ALTの先生と遊びを通じて英語に触れる事ができます。
開催日は情報誌をご覧になるか、各センターに問い
合わせてください。

健　康　情　報

テレビ・ゲーム・インターネットの
子どもへの影響

今月の担当

保健師

藤
ふじ

村
むら

直
なお

美
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
以
降
、
私
た
ち
の
生
活
様

式
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
自

宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と

で
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
機
会
が
増
加
し
、
家

庭
用
ゲ
ー
ム
機
も
一
時
品
薄
に
な

り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and 
Com

m
unication Technolo

gy
、
情
報
通
信
技
術
の
意
）
は
、

社
会
生
活
全
般
の
利
便
性
を
高

め
、
教
育
や
医
療
な
ど
で
も
有
効

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
面
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
の
普
及
に
伴
い
、
子
ど

も
た
ち
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
が
可
能
と
な
り
、
子
ど
も
社
会

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
は
、
心
も
体
も

大
き
く
成
長
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

電
子
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

言
葉
と
社
会
性
の
発
達
へ
の

影
響子

ど
も
は
、
大
人
や
子
ど
も
同

士
の
会
話
や
遊
び
を
共
有
す
る
こ

と
で
、「
自
分
の
気
持
ち
」
を
伝

え
る
た
め
の
言
葉
や
、「
他
の
人

の
気
持
ち
」
を
感
じ
る
力
を
育
み

ま
す
。
長
時
間
の
電
子
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
は
、
子
ど
も
の
現
実
体
験

の
時
間
を
大
き
く
削
り
ま
す
。
電

子
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
場
合
は
、

大
人
も
子
ど
も
と
一
緒
に
会
話
を

し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
、
良
好
な

言
語
発
達
に
は
大
切
で
す
。

視
力
へ
の
影
響

視
力
は
、生
ま
れ
た
直
後
は
０
・

02
く
ら
い
で
す
が
、
６
歳
に
は

１・
０
ま
で
発
達
し
ま
す
。
目
は

近
く
を
見
る
と
き
、
視
線
を
内
側

に
集
め
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
ま
す

（
内
斜
位
）。
視
力
が
発
達
す
る
こ

の
時
期
に
長
時
間
電
子
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
ピ
ン
ト
の

調
整
機
能
や
両
目
で
立
体
的
に
見

る
機
能
（
立
体
視
）
の
発
達
が
阻

害
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
、
小
さ
い
画
面
を
近
距

離
で
凝
視
し
、
視
線
の
動
き
も
少

な
い
た
め
目
が
疲
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
大
き
い
画
面
で
離
れ
て
見

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
環
境
を
整

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

睡
眠
へ
の
影
響

電
子
機
器
か
ら
発
光
す
る
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
は
、
睡
眠
を
促
す
メ

ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
抑
制
し
、
体

内
時
計
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
寝
つ
き
が
悪
く
な

り
、
睡
眠
不
足
で
朝
起
き
ら
れ
ず
、

朝
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
悪

循
環
を
起
こ
し
ま
す
。
夜
間
の
長

時
間
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
閲
覧
、

特
に
、
就
寝
２
時
間
前
か
ら
は
、

電
子
機
器
の
使
用
は
避
け
ま
し
ょ

う
。脳

へ
の
影
響

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
「
動
く
画
像
」

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
「
触
る
と
動
く
」
刺
激

は
、
脳
内
で
快
感
や
意
欲
に
関
わ

る
神
経
伝
達
物
質（
ド
ー
パ
ミ
ン
）

を
放
出
し
ま
す
。
脳
へ
の
刺
激
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
反
応
は
慢
性

化
し
、
よ
り
強
い
刺
激
で
な
け
れ

ば
反
応
が
鈍
く
な
っ
て
依
存
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
の

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
は
、
脳
の

前
頭
前
野
の
活
動
量
を
低
下
し
、

考
え
る
、
記
憶
す
る
、
判
断
す
る
、

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
の

低
下
を
招
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
２
０
２
１
年
に

実
施
し
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
平
日
に

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
１
時
間
以
上
遊

ぶ
割
合
は
、
小
学
生
で
76
％
、
中

学
生
で
80
％
で
し
た
。
小
・
中
学

生
と
も
平
日
１
日
当
た
り
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
短
い
児

童
生
徒
の
方
が
、
学
力
テ
ス
ト
の

正
答
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

電
子
メ
デ
ィ
ア
と
子
ど
も
に
関

す
る
国
の
動
き
と
し
て
、
日
本
小

児
科
医
会
が
出
し
て
い
る
提
示
の

一
つ
に
「
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ

デ
ィ
ア
を
上
手
に
利
用
す
る
ル
ー

ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。」
が
あ

り
ま
す
。
電
子
機
器
は
、
一
度
使

い
始
め
る
と
、
後
か
ら
ル
ー
ル
を

決
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
使
う
時
間
帯
を
決
め
る
」「
使
う

場
所
を
決
め
る
」「
使
う
内
容
を

決
め
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
家
族

で
一
緒
に
考
え
て
、
電
子
メ
デ
ィ

ア
を
上
手
に
利
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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ほうれん草のドライカレー

問い合わせ　住民課 健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26‒7871

①ショウガ、タマネギをみじん切りにする。ほうれん草は１～2分ゆ
で水気を切り、みじん切りにする。
②フライパンを中火に熱し、豚ひき肉、ショウガ、タマネギを炒める。
③火が通ったらカットトマト缶、トマトケチャップ、カレールーを入れ、
焦がさないようにかき混ぜながら10分ほど煮る。
④最後にほうれん草を加え、さっと煮る。

野菜が１人分185ｇ取れます。
野菜が苦手な方にもおすすめ
です。

１人分479kcal

米　　　　　１合
豚ひき肉　　100ｇ
ほうれん草　１/２束
タマネギ　　１/２個

ショウガ　　　　　１片
カットトマト缶　　160ｇ
トマトケチャップ　小さじ４
カレールー　　　　１片

材　料
（２人分）

目指そう野菜１日350ｇレシピ

３歳以下のお子さんの写真を募集
しています。住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、性別、両親の氏名（ふりが
な）、電話番号を明記の上、まちづく
り推進課企画調整グループへ。

まちの
アイドル

かきしま りゅうとくん（3）

かとう そらくん（3）かいぬま きっぺいくん（3）

〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp
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情
報
ひ
ろ
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IN
FO
RM
ATIO

N

女
性
消
防
団
員
募
集

厚
真
町
で
は
、
女
性
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
に
あ
な
た
の
チ

カ
ラ
を
貸
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動
内
容

・
火
災
予
防
期
間
中
の
広
報
活
動

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
防
火
指
導

訪
問

・
保
育
園
児
を
対
象
に
し
た
防
火
教
室

・
出
初
式
へ
の
参
加

・
各
種
訓
練
や
研
修
へ
の
参
加
な
ど

※
火
災
出
動
で
の
消
火
活
動
は
行
い
ま
せ

ん
■
入
団
す
る
と

・
年
４
回
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す

・
出
動
や
訓
練
に
参
加
す
る
と
手
当
て
が

支
給
さ
れ
ま
す
（
年
間
、
訓
練
や
演
習

で
８
回
、
会
議
や
査
察
で
４
回
、
広
報

活
動
等
で
４
回
）

・
公
務
災
害
補
償
や
退
職
金
が
支
給
さ
れ

ま
す

・
制
服
等
が
貸
与
さ
れ
ま
す

※
消
防
団
員
の
身
分
は
特
別
職
の
地
方
公

務
員
と
な
り
ま
す

■
応
募
資
格

・
厚
真
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

・
普
通
免
許
を
お
持
ち
の
方

・
募
集
人
数
４
人
（
※
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

■
問
い
合
わ
せ

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
署
厚
真
支
署

（
☎
26
–
７
１
１
９
）

手
紙
を
守
る
た
め
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、
原
則

と
し
て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
お
よ
び
信

書
便
事
業
者
だ
け
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
配
便
や

メ
ー
ル
便
で
は
、
原
則
と
し
て
信
書
の
送

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵
政
行
政
部

郵
便
課
（
☎
03
–
５
２
５
３
–
５
９
７
５
）

☎
…
電
話

E
…
Ｅ
メ
ー
ル

H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

℻  
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

10時30分～11時
３日（木）、４日（金）、７日（月）
９日（水）、14日（月）、17日（木）
18日（金）、21日（月）、22日（火）
24日（木）、28日（月）

13時30分～14時 ２日（水）、10日（木）
16日（水）、25日（金）

 （一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144-33-1458

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。この
他の講習日程（一般、違反、初回）については、下記
までお問い合わせください。

２月の運転免許証更新時講習の日程

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　住民課 税務グループ　☎26-7871
住民課 町民生活グループ　☎26-7871

今 月 の 納 期町 税
保 険 料

科 目 納 期
国民健康保険料　第４期 １月31日（月）後期高齢者保険料　第４期

〔新規入園園児〕
①支給認定申請書兼こども園利用申込書
②就労証明書など（２号・3号認定の場合）
③アレルギーに関する調査票
・各書類はこども園で配布しています。また、町ホームページからダウンロードできます。
・上記以外にも書類の提出が必要になる場合があります。

〔継続利用園児〕
①現況届
②就労証明書など（２号・3号認定の場合）

こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。
認定区分によって内容や利用できる時間が異なります。

1 月 14 日（金）まで

認定について

募 集 期 間

申 し 込 み
問い合わせ

※支給認定証の交付および入園決定通知は令和４年2月中旬までに送付予定です。
※園児の面談および入園説明会などは入園決定後に各こども園で行います。
※令和３年度から継続して利用する場合の提出書類は各こども園から配布します。

住民課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎ 26­7872
（上厚真支所と各こども園でも申し込み書類を受け付けています）

右記の「保育の必要な事由」
に保護者全員が該当すると
認められる場合に、保育（２
号・３号認定）を受けること
ができます。また、事由に
より保育の必要量（利用でき
る時間）が判定されます。

保 育 の 必 要 な 事 由 と
保育の必要量について

保育の必要な事由 標準時間認定 短時間認定
①月に48時間以上の就労 〇 〇
②妊娠中・出産後間もない 〇
③疾病・負傷・障がいを有している 〇
④同居の親族（長期間入院等を含む）の介護・監護 〇 〇
⑤震災・風水害・火災その他の災害の復旧 〇
⑥継続的な求職活動・起業の準備 〇
⑦就学・職業訓練等 〇 〇
⑧児童虐待・ＤＶ 〇
⑨ 育児休業中で、すでに保育を利用している子がいて継
続利用が必要な場合（下の子が２歳になる月の末日まで） 〇

提 出 書 類

令和４年度の園児を募集しますこども園つみき 宮の森こども園

教 育 保 育
1号認定 ２号認定 3号認定

·満３歳以上
·教育を希望する場合

·満３歳以上
· 「保育の必要な事由」に該当し保育を

希望する場合

·生後６カ月以上満３歳未満
· 「保育の必要な事由」に該当し保育を

希望する場合

教育標準時間認定
教育時間：8時4５分～13時

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり８時間以上
保育標準時間認定 保育時間：8時～18時

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり４時間以上８時間まで
保育短時間認定　　保育時間：8時30分～16時30分

厚真町では、持続可能な地域公共交通の確保・充
実に向け、「厚真町地域公共交通計画」を策定します。
計画の策定にあたり、皆さんのご意見をお寄せく
ださい。
意見を提出できる方
・町内に住所を有する方
・ 町内に事務所または事業所などを有する個人、法人
その他団体
・町内の事務所または事業所に勤務する方
・町内の学校に在学する方
・ このパブリックコメント手続きに係る案件に利害関
係を有する方

募集期間
令和４年１月19日（水）～２月18日（金）（31日間）
資料の閲覧場所
・まちづくり推進課、上厚真支所（書面の縦覧）
・町ホームページ
意見の提出方法
意見記入用紙（氏名および住所、法人その他の団体
は名称、代表者の氏名および主たる事務所の所在地
を記入）を郵送、持参、ファックス、電子メールに
て提出
意見の提出先・問い合わせ
・持参・郵送
〒059-1692　京町120番地
まちづくり推進課　企画調整グループ
※ 開庁時間…8時30分～17時30分（土曜・日曜日、
祝日を除く）

・☎27-3179　ファックス：27-2328
・電子メール：kikaku@town.atsuma.lg.jp

厚真町地域公共交通計画
意 見 募 集
パブリッ

クコメント

イベントカレンダー ２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
㋱

高○ 
3倍 ㋹

6 7 8 9 10 11 12
ち
3倍 ㋛ ㋱ 高○ ㋹ 3倍

13 14 15 16 17 18 19
ち ㋛ ㋱

2倍
高○
3倍 ㋹

20 21 22 23 24 25 26
ち ㋛ ㋱

3倍 高○ ㋹ ໐町
2倍 風呂

27 28
ち ㋛

こぶしの湯あつま ☎26-7126

※イベントは予告なく、変更となる場合がございます。

ち毎週日曜▷ちびっこデー：小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷ シルバーデー：65歳以上はあつまるカード

ポイント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー：男性はサービス券2枚
高○毎週水曜▷ 高齢者無料入浴券の日：町交付の無料入浴券ご利用でヘル

シーセットが750円→550円
㋹毎週木曜▷レディースデー：女性はサービス券2枚
໐町最終金曜▷ 町民の日：誕生月の町民はレストラン利用で入浴無料
・ ２と６のつく日はあつまるカードポイント3倍
・ ５のつく日は町交付の無料券利用であつまるカードポイント５倍
・  毎月26日は風呂の日：あつまるカードポイント3倍、サービス券2枚
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１
月

号
　

N
O

.833 浦
河
町
出
身
で
、
７
年
前
に
妻
の
実

家
が
あ
る
厚
真
町
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
後
に
調
理
師
の
世
界
に
進

み
、
千
歳
市
内
の
ホ
テ
ル
で
は
副
料
理

長
も
務
め
、
和
・
洋
・
中
ど
ん
な
料
理

も
こ
な
し
ま
す
。「
通
勤
せ
ず
に
、
厚

真
町
で
調
理
師
の
資
格
を
生
か
せ
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
転
職
を
考
え
て
い
た
平

成
27
年
、
オ
ー
プ
ン
す
る
交
流
館
の
職

員
募
集
を
知
っ
て
応
募
。
豆
腐
製
造
の

職
業
指
導
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
翌
年

か
ら
館
長
に
な
り
ま
し
た
。「
来
客
と

接
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
厨
房
と

い
う
裏
方
か
ら
、
館
長
と
い
う
表
舞
台

の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
で
、
社
交
性
が

芽
生
え
ま
し
た
」。

親
し
み
や
す
い
施
設
を
意
識
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
へ
の
声
か
け
も

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
か
ら
「
こ
ん

に
ち
は
」
に
変
え
ま
し
た
。
バ
ス
の
待

合
所
を
利
用
し
て
い
た
高
齢
者
の
「
買

い
物
も
食
事
も
し
な
い
か
ら
、﹃
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
﹄
っ
て
言
わ
れ
て
も
ね
︙
」

と
い
う
声
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
飲

食
や
物
販
も
あ
り
ま
す
か
ら
収
益
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以

上
に
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
場
所
の

提
供
を
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
深
澤
さ

ん
は
語
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
厨
房
に
立
ち
ま
す
。

漁
師
の
実
家
か
ら
取
り
寄
せ
た
昆
布
で

だ
し
を
取
り
、
町
内
の
野
菜
を
使
っ
て

カ
レ
ー
や
そ
ば
、
う
ど
ん
、
パ
ス
タ
な

ど
を
調
理
し
ま
す
。
自
ら
育
て
た
野
菜

を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
食
品
ロ

ス
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
天
気
予
報
を

見
な
が
ら
数
日
単
位
で
食
材
を
調
達
す

る
の
が
大
変
か
な
」
と
笑
顔
の
裏
に
苦

労
が
見
え
ま
し
た
。

室
内
に
は
、
複
数
の
時
計
が
あ
り
、

す
ぐ
に
時
間
が
分
か
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
特
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
め
ぐ

る
く
ん
」
利
用
者
へ
の
配
慮
で
、
あ
ら

か
じ
め
聞
い
た
バ
ス
の
到
着
時
間
ま
で
、

室
内
で
く
つ
ろ
い
で
も
ら
う
た
め
で
す
。

「
間
も
な
く
到
着
し
ま
す
よ
」
の
声
掛

け
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
。

「
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

心
安
ら
ぐ
場
所
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

厚真市街地の一角にたたずむ厚真町まちなか交流館しゃべーる。昼
食時は、軽食目当ての会社員が訪れ、室内の一角にあるバス待合所で
は、高齢者が乗車時間までくつろいでいます。居心地のいい場所の提
供を心掛ける深澤館長に話を聞きました。

あなたにとっての
愛すべき厚真を投稿してください

＃ATSUMA LOVERS

フェイスブック
＠atsumatownhokkaido

インスタグラム
atsumalovers

ハッシュタグ#atsumaloversをつけてフェイスブックまたは
インスタグラムに投稿してください。

深
ふか

澤
ざわ

稔
とし

宏
ひろ

さん（47歳）

厚真町まちなか交流館しゃべーる　館長

Vol .21

居心地のいい場所を提供




